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児
童
扶
養
手
当
は
、
原
則
と
し
て
手
当

の
受
給
開
始
月
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経

過
す
る
と
、
手
当
の
２
分
の
１
を
支
給
停

止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
一
部
支

給
停
止
）。

　

し
か
し
、
就
業
中
で
あ
る
場
合
や
、
就

業
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
関
係
の
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

支
給
停
止
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

引
き
続
き
、
規
定
の
手
当
額
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
一
部
支
給
停
止
適
用

除
外
）。

※�

所
得
や
家
族
の
状
況
等
に
変
化
が
あ
っ

た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

５
年
を
経
過
す
る
対
象
の
人
に
は
、
現

況
届（
年
に
一
度
の
更
新
手
続
）の
前
に
、

案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
。
内
容
を
確
認

の
う
え
、
現
況
届
手
続
き
時
（
８
月
）
に

併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

い
じ
め
・
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

６
月
22
日
㈪
～
28
日
㈰　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
た
だ
し
、
土
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

〇
「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
相
談
専
用
電

話　

☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

毎
年
６
月
23
日
～
29
日
は
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
で
す
。

　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は
、「
男

女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ

責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
充
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
女
だ
か
ら
」「
男
だ

か
ら
」
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
可
能
性
が

狭
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
生
か
し
、
色
々
な
生
き
方
を
認
め
合

う
こ
と
が
で
き
る
社
会
、
個
人
の
意
思
を

尊
重
し
、
自
ら
の
意
思
に
基
づ
い
て
、
生

き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
、
男
性
も
女
性

も
と
も
に
仕
事
と
家
庭
生
活
・
地
域
活
動

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
責
任
を
分
担
し
な

が
ら
支
え
合
い
、
心
豊
か
で
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
会
に
、
男
女
が
と
も
に

支
え
合
い
、
心
豊
か
に
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
・
離
婚
・
男
女
問
題
な
ど
、
女
性

が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を
お

聴
き
し
、解
決
の
た
め
の
応
援
を
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
要
予
約
）

▼
と
き　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日　

午

前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
（
祝

日
を
除
く
）

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
内
（
３
階
協
働
推
進

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
は
防
犯
対
策
を
し
て

い
ま
す
か
？
市
で
は
防
犯
対
策
物
品
に
か

か
る
費
用
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
制

度
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
額
は
購

入
費
等
に
対
し
て
２
分
の
１

を
、
最
大
１
万
円
ま
で
補
助

し
ま
す
。

　

制
度
開
始
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
前
年
度
比
で
住
宅

対
象
侵
入
盗
と
乗
物
盗
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
車
上
狙
い
や
部
品
狙

い
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
こ

れ
ら
の
犯
罪
を
抑
え
る
目
的
の
物
品
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
利
用
し
て

い
な
い
人
は
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
購
入
を
検
討
し
て
い
る
商
品
が
こ
の

制
度
の
対
象
に
な
る
か
不
明
な
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

〇
補
助
金
申
請
に
関
す
る
注
意
点

・�

提
出
物
と
し
て
「
施
工
前
の
写
真
」
と

「
施
工
後
の
写
真
」
が
必
要
で
す
。

・�

市
内
の
お
店
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
レ
シ
ー
ト
が
必
要
で
す
。）

・�

事
務
所
や
店
舗
へ
の
防
犯
対
策
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
を
狙
っ
た

犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
な
ど

車
が
多
く
止
ま
っ
て
い
る
場
所
は
狙
わ
れ

や
す
く
、
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と

さ
ら
に
狙
わ
れ
る
可
能
性
が
増
え
ま
す
。

そ
こ
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
犯
罪
を
抑
止
し
つ
つ
、
発
生
後
も

捜
査
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

地
域
で
の
犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

５
戸
以
上
の
集
合
住
宅
駐
車
場
、

貸
し
駐
車
場
、
商
業
施
設
・
工
場
施
設
の

一
般
客
用
駐
車
場
も
し
く
は
従
業
員
駐
車

場
、
町
内
会
が
管
理
す
る
駐
車
場

▼
補
助
割
合　

機
材
費
の
２
分
の
１

▼
補
助
上
限
額　

防
犯
カ
メ
ラ
１
台
５
万

円
、
録
画
装
置
１
台
12
万
５
千
円

　

そ
の
他
、要
件
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
安
心
安
全
課
防
犯
交
通
係
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

強
化
週
間

名
古
屋
法
務
局�

人
権
擁
護
部

（
☎
０
５
２
（952）
８
１
１
１
）

児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止

適
用
除
外

子
ど
も
課�

児
童
家
庭
係（
☎
（95）
０
１
２
０
）

「
女
性
悩
み
ご
と
相
談
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

協
働
推
進
課�

協
働
人
権
係（
☎
（95）
０
１
４
４
）

防
犯
対
策
物
品
購
入
費
等
補
助
金

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

安
心
安
全
課�

防
犯
交
通
係（
☎
（95）
０
１
１
５
）

駐
車
場
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補

助
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

安
心
安
全
課�

防
犯
交
通
係（
☎
（95）
０
１
１
５
）

男
女
共
同
参
画
週
間
「
地
域
力

×
女
性
力
＝
無
限
大
の
未
来
」

協
働
推
進
課�

協
働
人
権
係（
☎
（95）
０
１
４
４
）
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高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
加
害
者
と
な
る
交

通
事
故
が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま

え
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故

を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
運
転
免
許
証
を
自

主
的
に
返
納
す
る
65
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
に
、
次
の
支
援
を
し
ま
す
。

・�

顔
写
真
付
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

発
行
手
数
料
無
料
交
付

・�

ミ
ニ
バ
ス
乗
車
券
（
２
年
分
）
贈
呈

　

（
た
だ
し
、１
度
更
新
が
で
き
ま
す
。）

【
手
続
き
の
手
順
】

免
許
証
返
納
の
手
続
き

①
安
城
警
察
署
（
交
通
課
交
通
総
務
係
）

　

�

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
11
時
、
午
後

１
時
～
３
時
（
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

　

�

本
人
が
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
行
き
、

申
請
す
る
。（
手
数
料
無
料
）

○
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書

○
取
消
さ
れ
た
運
転
免
許
証

を
受
け
取
り
、
知
立
市
役
所
へ
。

　

↓
支
援
の
申
請

②
市
役
所
３
階
安
心
安
全
課

　

�

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分
（
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

○
ミ
ニ
バ
ス
乗
車
券
（
２
年
分
）
を
受
け

取
り
ま
す
。

　

↓
③�

市
役
所
１
階
市
民
課
で
顔
写
真
付
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
ま

す
。

［
必
要
な
も
の
］

○
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書

○
取
消
さ
れ
た
運
転
免
許
証

○
顔
写
真
１
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.6
㎝
、
無

帽
無
背
景
で
、
６
か
月
以
内
に
撮
影
さ
れ

た
も
の
）

○
印
鑑

※�

安
城
警
察
署
で
免
許
返
納
手
続
き
を
す

る
と
、
そ
の
時
点
で
免
許
証
が
無
効
に

な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
絶
対
に
車
を

運
転
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

支
援
の
申
請
期
限
は
、
免
許
証
返
納
を

し
た
日
か
ら
１
か
月
以
内
で
す
。

【
よ
く
あ
る
質
問
】

Ｑ
１�
．
免
許
証
の
期
限
が
切
れ
て
い
る
け

ど
返
納
で
き
ま
す
か
？

Ａ
１�
．
有
効
期
限
の
切
れ
た
免
許
証
は
返

納
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
２�

．
返
納
す
る
に
は
市
役
所
に
行
け
ば

い
い
の
？

Ａ
２�

．
自
主
返
納
は
安
城
警
察
署
で
受
付

け
て
い
ま
す
。
市
役
所
で
は
返
納
し

た
人
へ
の
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ
３�

．
免
許
証
が
な
く
な
る
と
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

Ａ
３�

．
警
察
署
で
返
納
の
際
に
「
運
転
経

歴
証
明
書
」
と
い
う
免
許
証
に
代
わ

る
身
分
証
明
書
が
発
行
で
き
ま
す
。

発
行
に
１
千
円
か
か
り
ま
す
が
、
即

日
発
行
、
更
新
の
必
要
な
し
、
高
齢

者
に
は
提
示
す
る
こ
と
で
割
引
サ
ー

ビ
ス
（
高
齢
者
交
通
安
全
サ
ポ
ー
ト

企
業
の
み
）
と
、
大
変
便
利
な
カ
ー

ド
で
す
。

Ｑ
４�

．
高
齢
者
じ
ゃ
な
い
け
ど
返
納
で
き

る
の
？

Ａ
４�

．
返
納
は
年
齢
に
関
係
な
く
行
え
ま

す
。
た
だ
し
、
高
齢
者
用
の
サ
ー
ビ

ス
や
市
の
支
援
事
業
は
対
象
外
で
す
。

Ｑ
５�

．
返
納
し
た
後
に
必
ず
市
役
所
へ
行

か
な
い
と
い
け
な
い
の
？

Ａ
５�

．
返
納
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
希

望
す
る
場
合
は
３
階
安
心
安
全
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
な
い

場
合
は
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

南
陽
１
丁
目
（
146
番
地
以
降
）
地
区
担

当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員　

稲
垣
ひ
と

み
さ
ん
が
、
５
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
し

ま
し
た
。

　

後
任
委
員
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、
こ

の
地
域
に
お
住
ま
い
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
へ
連
絡
を
取
り
た
い
人
は
、
福
祉
課

保
護
援
護
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
に
は
経
済
的
困
窮
者
等
を
救
済

す
る
目
的
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

①�

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
扶
助
を
受

け
る
人

②�

扶
養
家
族
を
有
す
る
人
（
障
が
い
者
・

老
年
者
・
寡
婦
ま
た
は
寡
夫
お
よ
び
負

傷
も
し
く
は
疾
病
に
よ
り
療
養
を
要
す

る
人
を
除
く
。）
で
、
平
成
26
年
中
の

所
得
金
額
が
扶
養
家
族
の
人
数
に
33
万

円
を
乗
じ
て
300
万
円
を
加
算
し
た
金
額

以
下
で
、
平
成
27
年
中
の
所
得
金
額
が

２
分
の
１
以
下
に
減
少
す
る
と
認
め
ら

れ
る
人

③�

雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
失
業
給
付

金
を
受
け
る
人
（
平
成
26
年
中
の
所
得

金
額
が
、
扶
養
家
族
の
人
数
に
33
万
円

を
乗
じ
て
300
万
円
を
加
算
し
た
金
額
以

下
）
で
平
成
27
年
中
の
所
得
が
な
い
人

④�

賦
課
期
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
現

在
で
勤
労
学
生
で
あ
る
人
（
所
得
65
万

円
以
下
で
、
か
つ
不
労
所
得
が
10
万
円

以
下
）

⑤�

賦
課
期
日
後
、
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た

人
⑥�

賦
課
期
日
後
、
災
害
に
よ
り
障
が
い
者

と
な
っ
た
人

⑦�

平
成
26
年
中
の
所
得
金
額
が
１
千
万
円

以
下
の
人
で
、
災
害
に
よ
り
自
己
の
居

住
す
る
住
宅
ま
た
は
家
財
に
つ
い
て
３

割
以
上
の
損
害
金
額
（
保
険
金
等
で
補

て
ん
さ
れ
る
べ
き
金
額
を
除
く
）
が
生

じ
た
場
合
な
ど

⑧�

賦
課
期
日
後
に
死
亡
し
た
人
（
平
成
26

年
中
の
所
得
金
額
が
500
万
円
以
下
）

▼
申
請
方
法　

市
の
指
定
様
式
で
、
納
期

限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
様
式
は
税
務
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
退
任

福
祉
課 

保
護
援
護
係（
☎
（95）
０
１
４
９
）

住
民
税
の
減
免

税
務
課 

市
民
税
係（
☎
（95）
０
１
１
６
）

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
を
支
援
し
ま
す

安
心
安
全
課 

防
犯
交
通
係

（
☎
（95）
０
１
１
５
）
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春の叙勲および褒章受章者が、4月29日
に発令されました。
受章おめでとうございます。

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章　警察功労
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失
業
等
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
難
し
い
場
合
に
は
、
本
人

の
申
請
手
続
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。（
次
の
３
種
類
で
す
。）

①�

免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
（
一
部

納
付
））
申
請

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所
得

（
１
月
～
６
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場
合

は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
全
額
ま
た

は
一
部
免
除
に
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
（
１
月
～
６
月
ま
で
に
申
請
さ

れ
る
場
合
は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
人
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

①
・
②
に
つ
い
て
は
、
７

月
１
日
以
降
か
ら
27
年
度
分
の
受
付
が
始

ま
り
ま
す
。
③
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら

受
付
け
て
い
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

・�

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
も
の

・�

失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
場
合
は
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

・�

代
理
申
請
の
場
合
は
、
認
印
と
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類

■
昨
年
４
月
か
ら
、
申
請
し
た
時
点
か
ら

２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
（
学
生
納
付
特
例
も
同
様
で
す
）。
申

請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害
年
金
な

ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
や
免
除
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み

や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
免
除
は
前
年
所
得
や
失
業
な
ど

状
況
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

緑
の
あ
る
街
並
み
、
緑
化
の
推
進
を
図

る
た
め
、
生
け
垣
設
置
に
対
し
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
の
主
な
内
容

①�

公
共
的
道
路
に
沿
っ
て
延
長
２
ｍ
以
上

生
け
垣
を
設
置
す
る
こ
と

②
樹
木
は
、
高
さ
90
㎝
以
上

③�

延
長
１
ｍ
当
り
２
本
以
上
植
樹
す
る
こ

と
▼
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
人

　

市
内
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
で
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

※�

集
合
住
宅
等
で
複
数
の
人
が
共
同
で
生

垣
を
設
置
す
る
場
合
は
、
代
表
者
を
決

め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
の
額

○
新
た
に
生
け
垣
を
設
置
す
る
場
合

　

必
要
経
費
の
３
分
の
２
の
額
（
限
度
額

６
万
円
）

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
取
り
壊
し
て
当
該
場

所
に
生
け
垣
を
設
置
す
る
場
合

　

必
要
経
費
の
３
分
の
２
の
額
（
限
度
額

10
万
円
）

※�

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
工
事
に

か
か
る
前
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
工
事
着
手
後
の
申
請
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
都
市
計
画
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助

を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で

父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象

と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
地
域

【
広
域
地
域
】

①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
④
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑤
マ
リ
ア

ナ
諸
島
⑥
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑦
中
国
⑧

ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー
⑪
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑫
終
戦

70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊

【
特
定
地
域
】

①
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

▼
費
用　

10
万
円
（
参
加
費
と
し
て
）

▼
参
加
申
込
み　

愛
知
県
遺
族
連
合
会

（
☎
０
５
２
（231）
６
５
０
４
）
へ
。

春の叙勲・褒章受章者
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

国
保
医
療
課 

国
保
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

一
般
財
団
法
人 

日
本
遺
族
会
事
務
局

（
☎
（03）
３
２
６
１
―
５
５
２
１
）

生
け
垣
設
置
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

都
市
計
画
課 

公
園
緑
地
係

（
☎
（95）
０
１
５
７
）
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知
立
市
被
爆
者
見
舞
金
を
交
付
し
ま

す
。
す
で
に
申
請
さ
れ
て
い
る
人
は
、
６

月
末
に
銀
行
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

　

ま
だ
、
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
人
で
、

次
に
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
６
年
法
律
第

117
号
）
の
規
定
に
よ
り
被
爆
者
健
康
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

▼
支
給
条
件　

毎
年
度
の
６
月
１
日
に
お

い
て
、
知
立
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人

▼
支
給
額　

年
額
１
万
円

▼
受
付　

福
祉
課

▼
持
ち
物　

①
被
爆
者
健
康
手
帳
、
②
振

込
先
口
座
通
帳
、
③
印
鑑

　

浄
化
槽
は
、
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て

い
な
い
と
機
能
が
低
下
し
、
悪
臭
等
の
発

生
原
因
に
な
る
ほ
か
、
放
流
水
質
の
悪
化

に
よ
り
河
川
等
の
水
質
に
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。
浄
化
槽
法
に
よ
り
浄
化
槽
管
理
者

（
浄
化
槽
の
所
有
者
・
占
有
者
等
）
に
は

「
法
定
検
査
」・「
保
守
点
検
」・「
清
掃
」

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
法
定
検
査　

浄
化
槽
の
使
用
開
始
後
６

か
月
以
内
の
全
て
の
浄
化
槽
が
受
け
る
検

査
（
７
条
検
査
）
と
既
存
の
浄
化
槽
が
毎

年
１
回
受
け
る
検
査
（
11
条
検
査
）
が
あ

り
ま
す
。

　

法
定
検
査
の
実
施
は
、
愛
知
県
が
指
定

し
た
検
査
機
関
が
行
い
ま
す
。
知
立
市
の

場
合
は
次
の
機
関
に
な
り
ま
す
。

㈶
中
部
微
生
物
研
究
所
（
豊
川
市
御
津
町

赤
根
下
川
48　

☎
０
５
３
３
（76）
２
２
２�

８
）

▼
保
守
点
検　

浄
化
槽
の
様
々
な
稼
働
状

況
を
調
べ
、
修
理
の
要
否
や
汚
泥
の
状
況

を
確
認
し
、
消
毒
剤
の
補
充
、
清
掃
時
期

の
判
定
等
を
行
い
ま
す
。

　

保
守
点
検
の
時
期
は
、
浄
化
槽
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃　

浄
化
槽
を
使
用
す
る
過
程
で
生

じ
る
汚
泥
等
を
取
り
除
き
、
付
属
機
器
等

を
洗
浄
清
掃
す
る
も
の
で
、
年
１
回
以
上

の
実
施
が
必
要
で
す
。

　

浄
化
槽
清
掃
業
者
は
、
市
長
の
許
可
を

う
け
た
業
者
が
行
い
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
と
き　

７
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰　

午
前

９
時
10
分
～
午
後
４
時
30
分
（
２
日
目
は

午
後
３
時
40
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

▼
対
象　

第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格
取

得
を
め
ざ
す
人

▼
定
員　

20
人

▼
受
講
料　

２
千
300
円

▼
費
用　

材
料
・
テ
キ
ス
ト
代
（
各
自
で

用
意
）

▼
申
込
み　

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
勤
務
先
名
、
勤
務
先
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
６
月
22
日
㈪
～
７
月
13
日
㈪

（
必
着
）
ま
で
に
県
立
高
浜
高
等
技
術
専

門
校
（
〒
444
―
１
３
２
４　

高
浜
市
碧
海

町
４
―
１
―
６
）
へ
。

※�

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/shugyo/

koukyou/takaham
a/

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
と
き　

８
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰　

午
前

９
時
10
分
～
午
後
４
時
30
分
（
２
日
目
は

午
後
３
時
40
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

▼
対
象　

マ
イ
コ
ン
制
御
の
た
め
Ｃ
言
語

を
習
得
し
た
い
人

▼
訓
練
内
容　

Ｃ
言
語
の
特
徴
、入
出
力
、

関
数
、
各
種
演
算
子
、
配
列
の
活
用

▼
募
集
人
数　

15
人

▼
受
講
料　

受
講
料
２
千
300
円
（
テ
キ
ス

ト
代
税
別
２
千
580
円
）

▼
申
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
講
座
名
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
を
記
入

の
う
え
、
７
月
９
日
㈭
ま
で
に
県
立
岡
崎

高
等
技
術
専
門
校
（
〒
444
―
０
８
０
２　

岡
崎
市
美
合
町
平
端
24
番
地　

Ｅ
メ
ー

ルokazaki-senm
onko@

pref.aichi.
lg.jp

）
へ
。

※�

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
１
日
㈫
～
10
月
28
日
㈬
ま

で
の
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時

▼
と
こ
ろ　

株
式
会
社
エ
リ
ア
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス　

笑
が
お
教
室
（
岡
崎
市
柱
２
丁
目

６
番
地
４
）

▼
内
容　

介
護
に
関
す
る
倫
理
・
知
識
お

よ
び
介
護
技
能
の
習
得
、
介
護
職
員
に
必

要
な
資
格
を
得
る

▼
対
象　

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
軽
度
の

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の
人
）

▼
定
員　

７
人
（
面
接
で
選
考
）

▼
受
講
料　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代

６
千
480
円
必
要
）

▼
申
込
み　

8
月
11
日
㈫
ま
で
に
、
公
共

職
業
安
定
所
へ
。
※
受
講
に
は
安
定
所
で

の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
願
書
配
布
先　

刈
谷
公
共
職
業
安
定
所

お
よ
び
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

浄
化
槽
の
法
定
点
検
や
保
守
点

検
・
清
掃
は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

環
境
課 

ご
み
減
量
係（
☎
（95）
０
１
２
６
）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座（
在
職
者
対
象

訓
練
）Ｃ
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校 

在
職
者

訓
練
担
当（
☎
０
５
６
４
（51）
０
７
７
５
）

知
立
市
被
爆
者
見
舞
金

支
給
申
請
に
つ
い
て

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係（

☎
（95）
０
１
１
８
）

在
職
者
対
象
訓
練

「
電
気
工
事
士
技
能
講
座
」

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
（53）
０
０
３
１
）

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

笑
が
お
―
介
護
職
員
初
任
者
研

修
養
成
コ
ー
ス
―

刈
谷
公
共
職
業
安
定
所（
☎
（21）
５
０
１
１
）

愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
☎
０
５
３
３
（93）
２
５
０
５
）
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○
情
報
公
開
制
度

　

市
政
に
関
す
る
情
報
（
公
文
書
）
を
市
民

の
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
情
報

公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
公
開
を
請

求
で
き
る
文
書
は
、
平
成
元
年
４
月
１
日
以

降
に
作
成
し
、保
有
し
て
い
る
文
書
、図
書
、

写
真
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
す
も
の
、
法
人
の
正
当
な
利
益

を
損
な
う
も
の
な
ど
は
公
開
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度
の

実
施
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
の
機
関
が
保
有
す
る
自
己
の
個
人
情
報

の
開
示
、
訂
正
お
よ
び
削
除
を
請
求
す
る
権

利
を
明
ら
か
に
し
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
た
め
に
個
人
情
報
保
護
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
制

度
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係
（
☎
（95）
０
１

１
３
）

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
実
施
状
況

○平成26年度情報公開制度実施状況

実施機関

処理状況 不服申立て

件数
決定内容

件数
決定内容

全部
開示

部分
開示 非開示 文書

不存在 開示 棄却 却下

市長 3 1 2 0 0 0 0 0 0
議会 1 0 1 0 0 0 0 0 0
教育委員会 1 0 1 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者の権限を行う市長 0 0 0 0 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 2 0 1 0 1 0 0 0 0
固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 7 1 5 0 1 0 0 0 0

○平成26年度個人情報保護制度実施状況

実施機関

処理状況 不服申立て

件数
決定内容

件数
決定内容

全部
開示

部分
開示 非開示 文書

不存在 開示 棄却 却下

市長 5 2 3 0 0 0 0 0 0
議会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員会 2 0 2 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者の権限を行う市長 2 2 0 0 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 9 4 5 0 0 0 0 0 0

個人情報の訂正・削除の請求件数 2件 個人情報の是正の申出件数 0件

▼
と
き

［
第
１
回
］
６
月
28
日
㈰

［
第
２
回
］
７
月
４
日
㈯

［
第
３
回
］
７
月
５
日
㈰

▼
と
こ
ろ　

自
衛
隊
安
城
地
域
事
務
所

（
安
城
市
三
河
安
城
町
一
丁
目
10
―
14　

Ｍ
Ａ
パ
ー
ク
ビ
ル
１
Ｆ
）

▼
内
容

・�

午
前
10
時
～
正
午

　

�

「
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校（
医

科
・
看
護
科
）・
航
空
学
生
」

・�

午
後
２
時
～
４
時

　

「
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生
」

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　碧海5市社会福祉協議会では、防災のまちづくりとその
ための日頃の地域のつながりづくりを先駆的に行っている
半田市岩滑区、滋賀県高島市の地域の取り組みについて
講演会を行います。（参加費無料・定員80人）
▶と　き　7月5日㈰　午前10時～正午
▶ところ　へきなん福祉センターあいくる　まちかど
ホール
▶申込み　～6月26日㈮まで（当日参加可）
▶講　師　後藤章次氏（半田市岩滑区前区長）、井岡仁
志氏（高島市社会福祉協議会　事務局長）
▶問合せ　知立市社会福祉協議会（☎82－8833）

公開講演会「防災のまちづくりと
日頃の地域のつながりについて」

これからも、市政情報は
オープンに、個人情報は
しっかり守っていくっぴ！

自
衛
隊
採
用
説
明
会

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

安
城
地
域
事
務
所（
☎
（74）
６
８
９
４
）
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